
の
？
」
「
社
長
変
わ
っ
た
の
に

解
決
し
な
い
ん
だ
ね
。
」
な
ど

な
ど
沢
山
の
反
応
が
あ
り
ま
し

た
。次

回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
11
月

19
日
12
時
～
国
土
交
通
省
、
新

橋
、
田
町
、
品
川
港
南
口
で
行

い
ま
す
。
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ト
し
大
塚
、
巣
鴨
、
赤
羽
の
4

駅
で
宣
伝
。
池
袋
以
外
は
初
め

て
宣
伝
行
動
を
行
う
駅
で
す
。

４
駅
と
も
沢
山
の
方
か
ら
声
か

け
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
へ
の

関
心
が
伺
え
、
用
意
し
た
ビ
ラ

は
な
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
巣

鴨
で
は
、
年
配
の
方
か
ら
の
声

か
け
が
多
く
、
ほ
っ
こ
り
し
た

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

大
塚
と
赤
羽
は
宣
伝
場
所
が

広
く
人
通
り
も
多
く
、
宣
伝
に

は
最
適
で
し
た
。
「
い
つ
も
Ｊ

Ａ
Ｌ

を
使
っ
て
い
る
。
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
」
「
Ｊ
Ａ
Ｌ

で
何

か
あ
っ
た
の
？
」
「
稲
盛
さ
ん

に
対
し
て
は
ど
う
思
っ
て
い
る

の
？
」
「
株
が
紙
切
れ
に
な
っ

た
の
に
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い

過去最高の結集で争議解決と安全運航をアッピールした8.12羽田行動

日
航
機
墜
落
事
故
か
ら
39
年
目

の
８
月
12
日
、
羽
田
空
港
で
ア
ピ
ー

ル
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
タ
ー
ミ
ナ
ル
到
着
階
を
出

た
通
路
で
横
断
幕
を
広
げ
、
プ
ラ

ス
タ
ー
を
掲
げ
、
行
き
先
別
の
バ

ス
へ
と
向
か
う
旅
行
者
の
皆
さ
ん

に
声
明
文
と
争
議
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
し
た
。
２
度
と
事
故
を
起
こ

さ
せ
な
い
た
め
に
争
議
解
決
が
安

全
運
航
を
確
保
す
る
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。

道
路
を
挟
ん
だ
向
こ
う
側
に
は
、

色
と
り
ど
り
の
各
労
組
・
団
体
の

幟
が
風
に
は
た
め
き
、
ひ
と
き
わ

目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
酷
暑
の

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沢
山
の
方
々

が
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
こ
れ
ま

で
で
最
高
の
参
加
者
数
と
な
り
ま

し
た
。
（
声
明
は
２
面
掲
載
）

羽
田
ア
ピ
ー
ル
行
動
に

過
去
最
高
の
結
集
！

都
内
キ
ャ
ラ
バ
ン

行
わ
れ
る
！

10
月
11
日
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
の
早

期
全
面
解
決
を
め
ざ
す
実
行
委

員
会
主
催
で
、
都
内
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
行
わ
れ
、
今
回
は
北
部
を

中
心
に
行
い
ま
し
た
。

12
時
に
池
袋
駅
か
ら
ス
タ
ー

10月11日 JR赤羽駅前宣伝行動

支える会事務局より

会員の継続・会費納入のお願い

会員の皆様！11月は会費の継続月

です。是非継続をお願いします。

以下の口座への振り込み、又は争

議団への手渡しをお願い致します。

口座番号：ゆうちょ銀行

00190－1－566599

加入者名：JAL闘争を支える会

会 費：個人・団体 1口3000円/

年 複数口歓迎
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れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
65

才
以
上
の
争
議
団
員
で
希
望
者

を
戻
せ
る
は
ず
。

４
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
で
は
パ
イ
ロ
ッ
ト

は
現
在
68
才
ま
で
乗
務
が
可
能
。

64
才
の
争
議
団
員
で
65
才
ま
で

の
雇
用
と
な
っ
て
い
る
他
社
で

機
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

彼
を
す
ぐ
に
戻
す
こ
と
が
で
き

る
は
ず
。

と
、
労
働
委
員
会
に
報
告
し
、

「
優
先
雇
用
」
に
関
す
る
話
し

合
い
を
継
続
す
る
よ
う
訴
え
ま

し
た
。

労
働
委
員
会
の
意
向
を
受
け
、

会
社
は
持
ち
帰
り
検
討
す
る
と

し
ま
し
た
。

10
月
25
日
の
斡
旋
第
五
回
に

お
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
ま
た
も
や

ゼ
ロ
回
答
で
し
た
。

会
社
対
応
を
受
け
て
、
公
益

委
員
か
ら
は
解
決
に
向
け
た
提

案
が
示
さ
れ
、
次
回
ま
で
に
労

使
で
持
ち
帰
っ
て
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
の
期
日
は
12
月
25
日
、

10
時
か
ら
で
す
。

９
月
25
日
、
都
内
の
会
場
に

て
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
南
部

連
絡
会
の
結
成
集
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
東
京
で
４
番
目
の
支

援
組
織
と
な
り
ま
す
。

集
会
で
は
、
呼
び
か
け
人
の

伴
幸
生
さ
ん
（
首
都
圏
な
か
ま

ユ
ニ
オ
ン
）
か
ら
、
昨
年
の
５
・

３
憲
法
集
会
で
相
談
会
を
開
き
、

月
１
回
の
定
例
宣
伝
行
動
を
地

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
南
部
連
絡
会
が
結
成
！

―

Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
や
羽
田
空
港
が
あ
る
南
部
地
域
で
の
連
絡
会―

域
の
労
働
組
合
や
低
空
飛
行
問

題
を
取
り
組
ま
れ
て
い
る
住
民

団
体
・
個
人
に
呼
び
か
け
な
が

ら
取
組
ん
で
き
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｈ
Ｕ
山
口
委
員
長
、
鈴
木

客
乗
争
議
団
長
か
ら
争
議
の
現

状
等
の
報
告
、
質
疑
応
答
の
後
、

会
の
名
称
と
目
的
、
引
き
続
き
、

月
１
回
の
定
例
行
動
や
東
京
連

絡
会
の
会
員
拡
大
な
ど
進
め
な

が
ら
、
都
内
で
の
取
組
み
の
行

動
提
起
が
あ
り
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
闘
争

支
援
東
京
連
絡
会
・
奥
山
信
義

共
同
代
表
、
GJ
西
部
連
絡
会
・

鈴
木
等
共
同
代
表
か
ら
連
帯
挨

拶
を
受
け
、
12
月
20
日
の
Ｊ
Ａ

Ｌ
本
社
大
包
囲
行
動
に
は
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
本
社
が
あ
る
地
元
か
ら
昨

年
以
上
に
大
量
動
員
を
し
よ
う

と
呼
び
か
け
が
あ
り
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
航
空
は
解
決
す
る
姿
勢

を
見
せ
ず
！

８
月
28
日
、
東
京
都
労
働
委

員
会
で
斡
旋
の
第
四
回
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
場
で
は
組
合

か
ら
、

１
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
１
０
０
％
子
会

社
の
ス
プ
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
で

機
長
と
し
て
働
い
て
い
る
争
議

団
員
が
８
月
か
ら
ス
プ
リ
ン
グ

ジ
ャ
パ
ン
の
機
材
と
乗
員
で
Ｊ

Ａ
Ｌ
の
北
京
便
と
上
海
便
を
乗

務
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
戻
す

こ
と
は
で
き
る
は
ず
。

２
、
８
月
か
ら
客
室
乗
務
職
に

リ
フ
ァ
ラ
ル
採
用
（
縁
故
採
用
）

が
導
入
さ
れ
、
社
員
の
推
薦
に

よ
り
友
人
・
知
人
が
本
採
用
と

な
っ
た
場
合
は
紹
介
社
員
に
10

万
円
の
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
人
員
不
足

で
あ
れ
ば
復
職
希
望
の
争
議
団

員
を
戻
す
べ
き
。

３
、
客
乗
の
職
場
で
は
労
働
条

件
が
低
い
こ
と
か
ら
辞
め
る
人

が
後
を
た
た
な
い
。
70
才
ま
で

の
就
業
確
保
が
努
力
義
務
と
さ

れ
て
い
る
中
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
で
も
65

才
以
上
の
継
続
雇
用
も
検
討
さ

東
京
都
労
働
委
員
会
報
告
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超党派議員からJALに再質問

７月18日に超党派議員（当時）27名（衆議院議員 福田昭夫 石破 茂 川内博史 江崎鐵磨 穀田恵二 落

合貴之 塩川鉄也 高橋千鶴子 藤岡隆雄 松木謙公 宮本 徹 本村伸子 山本ともひろ 吉田はるみ 早

稲田ゆき 参議院議員 石垣のり子 大椿ゆうこ 川田龍平 杉尾秀哉 高良鉄美 芳賀道也 三上えり 田

村智子 永江孝子 福島みずほ 舩後靖彦 山添 拓の各氏）によるJALに対する公開質問状が出されました。

しかし正面から向き合った回答になっていなかったことから、９月６日に更に以下の再質問状が出されました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

2024年９月６日

日本航空株式会社

日本航空の争議解決と安全輸送の確保に関する再質問（公開）

衆議院議員 福 田 昭 夫

参議院議員 高 良 鉄 美

参議院議員 大椿ゆうこ

去る７月18日、貴職に対して公開質問状を提出したところ、７月31日付で人財本部長の大堀哲氏より御回答

をいただきました。翌８月１日には貴社回答を関係議員に配布いたしまして、共有してきたところであります。

７月18日の公開質問状の提出にあたっては、国会議員有志２７名を代表し私たちが貴社に赴き、担当部長

に質問の主旨を説明させていただいたにもかかわらず、回答は質問に対して正面から答えておりません。特

に「安全」に関する質問に対しては、課題と解決策が具体的に示されておりません。また、最高裁で「整理

解雇の有効性が認められた」ことのみを理由に、人権問題や国際労働基準の問題などについて、回答を拒否

していることは誠に遺憾であります。貴社はグローバル企業であり、ＩＬＯ条約や勧告を率先して守る立場

にあることを再認識すべきと考えます。そこで、貴職に対し改めて以下の通り質問いたします。

質問１：本年1月2日の事故について、貴社独自で事故に至る背景や要因について分析・究明を行なっていま

すか？ 結果は公表されますか？行っていない場合、理由は何ですか？

質問２：ヒューマンエラーの対策として、「確認会話」能力の向上に努めているとされていますが、それに

もかかわらず不安全事象が続く背景や要因をどのように捉えているのですか？

質問３：「経験」と「チームワーク」は安全を確実に実行するために必要だとされていますが、では何故

“安全憲章”に明確に記載しないのですか？

質問４：2014年４月16日の国会答弁の通り、貴社は整理解雇時点での希望退職者数や在籍者数等、人員削減

の実態を「非公開」とし、今も明らかにしていません。非公開としている理由は何ですか？また、

破綻以降、現在までの新規採用数（パイロット、客室乗務員）は何名ですか？

質問５：最高裁で解雇の有効性が確認されていることを理由に、優先雇用に応じないことが人権方針に反す

る行為ではないとされていますが整理解雇が有効と判断されると被解雇者の人権はなくなるという

考えなのですか？ もしそうであれば理由は何ですか？

質問６：争議が続くことにより貴社に有益なことはありますか？争議の解決にあたって、解決の障害となっ

ているものは何ですか？

上記の通り、再質問いたします。つきましては、９月25日(水)まで

に、下記宛て、会長か社長発文書にて御回答いただきたく要請いたし

ます。

連絡先：〒100-8981 東京都千代田区永田町２－２－１

衆議院第一議員会館７０８号室 衆議院議員 福田昭夫

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

しかし、この質問にたいしても不誠実な同じような回答しかされま

せんでした。
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Ｊ
Ｈ
Ｕ
は
被
解
雇
者
を
対
象

と
す
る
組
合
と
し
て
結
成
し
ま

し
た
が
、
共
に
闘
い
た
い
と
い

う
こ
と
で
８
月
１
日
に
現
役
の

現
役
客
室
乗
務
員
が
Ｊ
Ｈ
Ｕ
に
加
入
！

組
合
事
務
所
、
掲
示
板
、
経
営
協
議
会
の
開
催
に
つ

い
て
交
渉

客
室
乗
務
員
が
Ｊ
Ｈ
Ｕ
に
加

入
し
ま
し
た
！

Ｊ
Ｈ
Ｕ
は
客
室
乗
務
員
の

要
求
を
ま
と
め
あ
げ
、
10
月

15
日
に
会
社
に
現
役
客
室
乗
務

員
の
Ｊ
Ｈ
Ｕ
へ
の
加
入
通
知
と

共
に
提
出
、
他
労
組
同
様
年
末

要
求
に
関
わ
る
団
交
を
求
め
ま

し
た
。
10
月
30
日
交
渉
は
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
組
合
は
他
労
組

同
様
の
羽
田
空
港
の
会
議
開
催

場
所
、
客
室
本
部
の
役
員
の
出

席
を
再
三
再
四
求
め
ま
し
た
が
、

今
ま
で
と
同
じ
羽
田
整
備
場
の

端
の
ビ
ル
の
会
議
室
で
あ
り
、

客
室
本
部
の
役
員
は
誰
一
人
で

な
い
と
い
う
不
誠
実
さ
で
し
た
。

本
部
長
付
き
部
長
は
「
私
も
客

乗
の
組
合
の
交
渉
に
出
て
い
る

か
ら
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
う
い
う
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

組
合
事
務
所
、
掲
示
板
、
経
営

協
議
会
の
開
催
の
開
催
に
つ
い

て
の
交
渉

Ｊ
Ｈ
Ｕ
は
他
労
組
同
様
、
組

合
事
務
所
、
掲
示
板
の
貸
与
、

経
営
協
議
会
（
社
長
を
は
じ
め

と
し
た
役
員
出
席
の
協
議
会
）

の
開
催
を
求
め
て
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。
会
社
は
「
何
故
Ｊ
Ｈ

Ｕ
に
事
務
所
な
ど
貸
与
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
当
た
り

前
に
貸
与
す
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
他
の
労
組
に
貸
与
し
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
貸
与
し
な

い
理
由
が
あ
れ
ば
不
当
労
働
行

為
に
は
な
ら
な
い
。
」
と
、
会

社
の
弁
護
士
が
発
言
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｈ
Ｕ
は
現
役
乗
務
員
が
加

入
し
た
こ
と
で
更
に
必
要
性
は

増
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
ま

し
た
が
、
「
何
人
加
入
し
た
の

か
？
」
と
聞
き
な
が
ら
、
「
人

数
は
関
係
な
い
。
労
使
、
労
組

の
経
緯
が
他
の
労
組
と
は
違
う
。

総
合
的
に
判
断
す
る
。
」
と

し
て
貸
与
す
る
考
え
は
な
い

こ
と
。
経
営
協
議
会
に
つ
い

て
は
「
今
ま
で
も
十
分
話
し

合
い
は
行
っ
て
い
る
。
」
こ

と
を
主
張
し
、
同
様
の
扱
い

を
す
る
こ
と
を
拒
否
し
ま
し

た
。他

労
組
と
の
差
別
は
不
当

労
働
行
為
で
す
！

9月17日、JAL被解雇者労働組合（JHU）は、初めて「外国特派

員協会」で記者会見を行いました。会見では解雇に至る経緯、

狙い、そして未だに争議

が解決していないことを

訴え、グローバル企業JA

Lの不当労働行為の実態

を世界に知らせる第一歩

となりました。今後更に

国内外に情報発信をして

いきます。

（JHU－NEWS133号より）


